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第３回犀川大橋景観検討委員会（平成 20 年 6 月 25 日）　

　検討案 (2)（日本の伝統色）の色見本

第７案（利休鼠） 第８案（浅葱鼠） 第９案（鳩羽鼠）













1924（大正13）年 ： 竣工（当時は「ネズミ色」との文献記載あり）

1957（昭和32）年 ： 横桁11本補修、床版補修

1958（昭和33）年 ： 石川県から建設省に管理を移管

1966（昭和41）年 ： 塗装（薄いカーキ色）

1967（昭和42）年 ： 軌道撤去、オーバーレイ、モルタルによる床版補修

1969（昭和44）年 ： 載荷試験

1975（昭和50）年 ： 塗装（白系クリーム色）※下写真【①】

1976（昭和51）年 ： 河川改修に伴う橋台補修

1978（昭和53）年 ： 縦桁・排水桝取替、床版部分打換、鋼板接着、下横構ガセット部分取替

1984（昭和59）年 ： 塗装（黄緑色）※下写真【②】

　　　　　　　　  載荷試験、鉛直材テンションバー設置、伸縮継手取替

1988（平成元）年 ： 金沢市景観条例にて建築物色彩に指導することとなる

　　　　　　　　  犀川およびその周辺地区は「伝統環境保存区域」周辺の自然・街並みに配慮すること

　　　　　　　　  隣接する片町・野町は「近代的都市景観創出区域」茶やグレーの建築へ基本的に指導

1993（平成05）年 ： 塗装（青灰色系グラデーション）※下写真【③】

       歩道部拡幅、垂直材・格点部補強、伸縮継手取替

1994（平成06）年 ： 舗装打換、パラペット拡幅、照明灯取替

2000（平成12）年 ： 国の登録有形文化財に指定

路線名 一般国道
竣工年 大正13年3月（1924年）
橋長 62.308m
支間長 60.960m
斜角 90度
全幅員 21.669～23.669m
車道有効幅員 12.450m
歩道有効幅員 （3.000m×4.000m)×2
設計荷重 自動車13ｔ　電車荷重　TL-25ｔ

上部構造
形式 下路式単純曲弦ワーレントラス
主構間隔 14.021m
主構高 9.754m
使用鋼材料 566ｔ

下部構造
形式 半重力式コンクリート橋台
橋台高 9.770m
基礎形式 直接基礎

鉄橋時代　 1924年（大正13年）～現在

鉄筋コンクリート時代 1919 年（大正８年）～1922 年（大正 11 年）

1954年（文禄３年）～1918年（大正７年）木橋時代

補修歴と色彩の変遷

橋の諸元

犀川大橋の歴史

写真【①】 写真【②】 写真【③】

登録有形文化財

幕末の錦絵　加州金沢の犀川大橋
（金沢の相良家所蔵）

大正８年 3月 30日撮影

鉄橋の犀川大橋渡橋式・大正 13年 7月 10日撮影

登録有形文化財：
平成８年１０月１日に施行された文化財保護法の一部を改正する法律によって、保存及び活用についての措置が特に必要とされる文化財建造物を、文部科学大臣
が文化財登録原簿に登録する「文化財登録制度」が導入されました。
　この登録制度は、近年の国土開発や都市計画の進展、生活様式の変化等により、社会的評価を受けるまもなく消滅の危機に晒されている多種多様かつ大量の近代
等の文化財建造物を後世に幅広く継承していくために作られたものです。これは届出制と指導・助言・勧告を基本とする緩やかな保護措置を講じる制度であり、従来
の指定制度（重要なものを厳選し、許可制等の強い規制と手厚い保護を行うもの）を補完するものです。










